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研究成果の概要（和文）：本研究は、フランスで生まれた「ジャポニスム」を、日本とフランスという二国間の
往来からではなく、ベトナムをそこに加えて三点測量をしたものである。具体的には、フランスによる日本の美
学と芸術の拡散、ベトナムによるその受容および展開、それに対する日本の反応を資料によって確認した。イン
ドシナのフランス美術行政は、フランス本国の工藝学校や職業学校において、日本の装飾美術をお手本とし、日
本から教師を招き、「日本風」の藝術教育を試みていたのである。従来はベトナムになかった技術・構図・主
題・技術が受容・展開されていた経緯が確認できた。

研究成果の概要（英文）：This research examines “Japonisme” created in France, not by studying the 
bilateral traffic between the two countries of Japan and France, but by using a three-point approach
 including Vietnam. Specifically, the study identified the proliferation of Japanese aesthetics and 
art by France, its acceptance and development by Vietnam, and Japan's response to this through 
documents.The French art administration in Indochina tried to educate the arts in the “Japanese 
style” by inviting teachers from Japan and using Japanese decorative arts as a model in the art and
 craft schools and vocational schools in France.As for lacquerware, maki-e, a lacquerware technique 
not previously found in Vietnam, can be confirmed. As for painting, the composition, subject matter,
 and techniques of ukiyoe were accepted and developed.

研究分野： 東アジア美術史、比較芸術論

キーワード： ポストジャポニスム　インドシナ美術学校　関口俊吾　仏印　従軍画家　グエン・ヴァン・ト　ハノイ
職業学校　植民地と工藝

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、「ジャポニスム」は「19世紀後半に西洋で流行した日本趣味」と定義されており、場所も時代も限定
されて使用されることが多かった。本研究は、こうした枠（時代と空間）を広げ、日本趣味と日本装飾の伝播を
「ポストジャポニスム」としてとらえようとするものである。また、これまでほとんど研究が進んでいなかった
仏印進駐時代の美術交渉の解明に寄与したと考える。当研究の成果は、ジャポニスムを新たに位置づけなおす契
機を与え、また、東アジアにおける「美術」の生成の解明に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 

これまで、申請者は、ベトナム近代美術史を研究してきた過程で、インドシナの美術行
政関係者たちが日本装飾や日本の藝術教育についてしばしば語っていることに気づいた。
また、インドシナ美術学校の卒業生たちの作品の数々がどこか日本画に似ていることに関
しても不思議に思っていた。「マキエ」、「カケモノ」、「マキモノ」など、日本語が美術用語
としてしばしば用いられ、大首絵などの人物画の構図、身支度をする女性などのテーマ、
「美人画」というジャンル、木版画のような陰影のない色の塗り方まで、どのようにし
て、なにゆえに、ベトナムにこれら日本美術/藝術の要素がベトナム美術/藝術にまぎれ込
んでいるのか。これに関する先行研究は存在せず、これまでの申請者のベトナム美術史研
究の蓄積から解いていこうと考えた。 

 

２． 研究の目的 

本研究は、20 世紀前半を「ポスト・ジャポニスム期」と位置づけ、日本・フランス・ベ
トナムという当時の三国間の美術・藝術をめぐる交渉を明らかにすることを目的とした。
具体的には、以下に挙げる３つを実証的に究明することを目標とした。 

１． フランスによる日本藝術の拡散 
２． ベトナムによるその受容と変容 
３． 日本の反応と接収 

上の３つにより、ジャポニスム（日本研究と日本美術愛好）の地理的・年代的範囲の再検
討を行った。 

 

３．研究の方法 

文献学的調査とフィールドワークの双方を行う予定であったが、新型コロナウィルスの
ために結果的には文献調査のみになり、フランスへの渡航のみになってしまった。 

a) 海外の調査（刊行物・書簡・公文書類） 
フランス国会図書館、パリ大学美術史図書館、エクス＝ヴァン＝プロヴァンス海外文
書館、フランス極東学院図書館、モーリス・ドニ美術館、ボローニュ・ビヤンクール
30 年代美術館 

b) 国内の調査（公文書類） 
独立行政法人国際交流基金ライブラリー、兵庫県立美術館 

c）画家・関口俊吾のご子息とのメールおよび手紙のやりとり（海外） 

 

４． 研究成果 



本研究によって、旧インドシナにおいてジャポニスムがどのような意味を持ち得た

のかが明らかになった。フランス人たちは、フランス式の「応用美術」を軸に、日本の
殖産興業を生産モデルや装飾をそこに加え、ベトナムを、日本を凌ぐ美術工芸輸出大国に
育てようと企画したのである。 

 ベトナムにおけるフランス主導の美術教育に関する反応は、知識人グエン・ヴァン・ト
(Nguyen Van To、阮文素 1889 - 1947)の言説から読み解くことができた。彼は、アンリ・
フォッションの思想などを引用しながら、デザインが手わざに先行するものづくり（つま
りインドシナ美術行政がインドシナ半島に持ち込んだ装飾芸術）を批判している。しか
し、植民地下という状況や、労働を賛美したヴィシー政権下という当時の背景が絡み合っ
ているので、阮文素の言説は再考の余地がある。 

日本の反応と接収に関しては、1940 年代の日本軍による仏印進駐時代の従軍画家の代表
格であった関口俊吾が残した資料をもとに分析することができた。彼が残した多くの写真
や記述から、ハノイ日本文化館の様子や、ドクー総督とのやりとり、「関口賞」なる個人資
金による美術賞の設置などが確認できた。 

 

 研究成果の一端を 2021 年夏に端緒として出版することができた（二村淳子『ベトナム
近代美術史：フランス支配下の半世紀』、原書房）。2023 年、この著書に対し、第 20 回木
村重信民族藝術学会賞が与えられた。研究の成果を一般読者に還元することができたと考
える。 
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